




























－第 15回大学教育研究フオーラム参加報告を兼ねて ○●○ 









るか）で、A4 サイズで 8～10 頁程度の記述と、添付資料から成り立つ。メンターの助言を受けなが
ら 12～15時間かけて作成するのが一般的とされる。その特徴として、自己省察、証拠による裏付け、
第 ２ ５ ８ 号 （ ２ ０ ０ ９ 年 ５ 月 １ １ 日 ） 毎 週 月 曜 日 発 行 




















 以上の報告から、学生の学習ポートフォリオと対応して教員の TP の可能性を感じることができ、
TP自体に対する正しい理解を含め、今後さらに情報収集を進めていきたいと考えている。 
（文責 評価システム研究部門 渡辺達雄） 
 






実態について」 西山宣昭、堀井祐介 他 3名 
・Ⅲ－７部会 学士力 「学士力の育成と獲得に関する学生の意識調査－2008年度金沢大学」 
    ○末本哲雄、青野 透   ○が発表者 
・Ⅲ－８部会 大学と職業 2 「韓国における専門大学構造調整の動向」 渡辺達雄 
・Ⅲ－９部会 授業改善部会 「学習振り返りのためのクリッカー活用」  
○青野 透、末本哲雄、山川達也（キーパッド・ジャパン） ○が発表者 
 この他にも、FDの実状・ニーズを改めて問い直す形の公開シンポジウム「FDの再定義－現在のFD
観を問う」や、大学生の学習行動・生活行動等の現状分析および大学で身に付けた能力職場での活動
の関係をみる課題研究「大学教育の改善に向けて－学生調査結果から」など、時宜を得たテーマの報
告がなされる予定です。日本高等教育学会は、大学教育研究の成果を広く世に問う貴重な場となって
います。大学教育に関心をお持ちの方々、是非ご参加下さい。本大会のスケジュールは、
http://www.gml.edu.nagasaki-u.ac.jp/jaher2009/program_12.pdf をご参照ください。 
